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どの子どもも平等に 幼児教育・保育の無償化制度の対象にしてください 

 

森のようちえんや認可外保育施設・幼稚園類似施設などの、認可幼稚園・保育園ではない、特色ある幼児教

育・保育を行う団体が、国内の都道府県に数多く存在しています。しかし、2019 年 10 月にスタートした幼児

教育・保育の無償化制度では、それらの園は無償化対象外になり、また認可外保育施設の猶予措置として対象

となったとしても「保育の必要性」が認められた家庭だけに限定されました。 

保護者が大切にしていることは、今ある子どもたちの豊かな育ちの姿です。園の種別に関係なく、どの子ど

もも平等に保障され大切にされる権利があります。しかし、認可幼稚園・保育園ではない特色ある幼児教育・

保育団体の子どもたちは、価値ある育ちがあるにもかかわらず、無償化の対象ではないという不平等な状態に

あります。保護者には子どもにどのような幼児教育・保育を受けさせるか選択する権利があります。しかし、

認可保育園の待機のためではなく特色ある教育・保育内容に共感してそれらの園を選んだ家庭は、同じ子育て

世帯にも関わらず不平等な経済的負担を抱えています。これらの隔たりは、園の努力で回復できるものではな

く、園の存続や、園と保護者の絆の障害になり、「保育の必要性」条件は同じ園の中で不平等を生じて、園を支

える父母会活動を阻害しています。 

現在、無償化の対象となっていない子どもが、対象の子どもたちと同じように保障されることを強く願いま

す。さらに日本の幼児教育・保育の場がこれからも多様で選択肢のある豊かさをもち、それぞれが共存在でき

ることを望みます。 

 私たちは、一人ひとりの子どもが大切にされる社会を望み、どの子どもも平等に幼児教育・保育の無償化制

度の対象となることを要求いたします。 
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